
議 事 録 

 

件 名 久留米市セーフコミュニティ認証現地審査 外傷等動向調査委員会 

日 時 令和５年７月３１日（月）１０：１５～１１：１５ 

場 所 久留米シティプラザ５階 大会議室 

出席者 

委 員 山下 典雄  委員 久留米大学 医学部教授（委員長） 

爲廣 一仁  委員 社会医療法人 雪の聖母会 

          聖マリア病院 救急救命センター長 

中尾 直人  委員 損害保険ジャパン株式会社 

          担当部長兼久留米保険金サービス課長 

村田 康裕  委員 久留米広域消防本部 救急防災課長 

吉田 まり子 委員 久留米市保健所長 

秦 美樹   委員 久留米市協働推進部長 

事務局 柳課長、豊福主幹（安全安心推進課） 

堤次長、橋爪、柿原（保健所総務医薬課） 

欠 席 者 三宮 貴彦  委員 久留米医師会 理事（副委員長） 

次 第 
１．久留米市セーフコミュニティ外傷等動向調査委員会の取り組み説明 

２．質疑応答 

< 議 事 概 要 >  
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【 ぺ 先 生 】 

 

１．久留米市セーフコミュニティ外傷等動向調査委員会の取り組み説明 

  資料に基づき、説明を実施。 

 

 

２．質疑応答 

 

久留米市セーフコミュニティのプログラムは、この外傷等動向調査委員会が 

S＋PDCA において大きな役割を担っていること、及びその結果として取り組みの

改善や、新しい取り組みに着手するなど PDCA サイクルの仕組みが非常にうまく構

築されているということが分かった。 

 今回の報告で前回の認証以降の成長点・改善点や将来へのチャレンジを具体的

に示されたのが心強かった。 

 次に向けて更なるデータの活用が期待されるため、気づいた点をコメントする。 

 2020 年に久留米市で男性の自殺者数が増加したとの報告があったが、性別だけ

でなく世代別の動機等を調査すると、具体的な対策も見えてくると思う。 

 例えば、私がいる韓国において中年男性の自殺が多い背景には、経済問題が非

常に多かった。女性では精神的なものが多かった。このように性別や世代によっ

て傾向が異なることが分かると、それぞれに合わせた取り組みを実施することが

できる。久留米市でも年齢や動機などを集計すると、取り組みの対象や方法がよ

り鮮明化すると思う。 
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 また、非常に難しいチャレンジだとは理解しているが、副審査員からのコメン

トを提案させていただく。 

ＤＶや虐待は、表に出てこないケースがある。世界中でどのようにしたら把握

できるのか挑戦している。Ｓ＋ＰＤＣＡサイクルが確立できているので、久留米

市でも取り組んで欲しい。 

なお、既に認識されている課題だとは思うので、今までに隠れたケースを把握

しようとしたことがあれば教えて欲しい。 

 

 プライバシーの問題もあり、どこまで踏み込んで明らかにしていくか難しい側

面があるので、その点も踏まえながら考慮していきたい。 

 

 私が韓国で現地審査の支援をする際にも、同じことを審査員から聞かれるが、

どうやって実情を把握しようとしているのかを答えるのは同じように難しい。 

子どもの虐待、ＤＶ、高齢者虐待などは、いずれも隠れた部分がある。見えな

い部分に関して、私たちもどうにか把握できる方法がないか取り組んでいるので、

久留米市でもチャレンジしていただき、一緒に解決できればと思う。 

 

次にデータの確実性、信頼性について。 

データの確実性や信頼性は大切であり、私たちもどうやったら質の高い、信頼

できるデータを収集できるか色々工夫している。久留米市で工夫していることが

あれば教えて欲しい。 

 

 我々が大きく活用している救急搬送のデータは、全国共通のフォーマットを元

に全国の消防本部が作成している。それぞれの消防本部はこの救急搬送データを

元に、責任ある年鑑などを発行しており、適切な品質保証が行われていると考え

ている。 

 また、我々が死亡原因の動向を探るのに利用している人口動態の統計調査も、

国が運用している統計である。このように、信頼性の高いデータを活用している。 

 

 私の住む韓国でも似たような状況である。 

 副審査員から質問の依頼があったため、お尋ねさせていただいた。 

 

 補足説明だが、データの信頼性には限界がある。 

例えば溺死・溺水の場合、事故によるものか内因性の疾患が最初に起こった結

果として風呂で亡くなったかというのは、心肺停止で搬送されてきた場合、区別

することは難しい。正確なデータを分析していくことは重要だが、全国、全世界

共通だとは思うが限界があることもご理解いただきたい。 
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 オブザーバーとして発言する。 

データ分析という意味では、他の対策委員会の取り組みを方向づけるような指

南役を担っていると感じた。 

 今の報告の中で特に関心を持ったのは、溺死が多いことだった。 

心臓発作や病気等がきっかけになった可能性もあると思うが、特に冬に多いと

の報告だったので、風呂に入ってうとうとしてしまうのも関係あるのではないか

と思った。私は様々な国のデータを見せて頂いている。北欧の大学に在籍してい

るが、冬に極端に日照時間が短くなると、眠くなり易くなることが報告されてい

る。夜の寒い中、お風呂に入って安心し、ついうとうとした等の可能性はあるか。 

 

 その可能性はある。場合によっては、少しアルコールが入っていることもある

かもしれない。そういった時には、よりお風呂の中で寝入ってしまって沈むとい

うようなことも充分あると思うが、データをどう抽出してくるかが非常に難し

い。できる限りそのような細かい分析ができるようなデータのとり方をしたい。 

 

溺死した方たち見ると高齢者が多い。高齢になるとどうしても薬を服用される

方が多いと思うが、服薬状況とかも関係しそうか。 

 

はい。 

例えば、睡眠剤、或いは非常に強い鎮痛剤などが、少し運動機能を抑制すると

いうようなことも考えられる。しかし、今現在、どういう薬を服用している人に

どういう事故が多いのかを分析するに足るデータはないのが現状である。ご指摘

を参考にしながら、そういったところも分析できたらいいと思う。 

 

 最後の質問。 

 私は防犯の取り組みも非常に関心がある。27 ページでは、一般刑法犯認知件

数として、犯罪の総数を表している。暴力を伴う犯罪と特殊詐欺というのは、別

の視点から見た方が良いのかもしれないなと思いながら報告を聞いた。分けて分

析することで新たな傾向が見えたりするかなと思った。 

 

 非常に重要な視点であり、対策にも繋がることである。データとしては分析し

易いので、その方向で取り組みたい。 
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 今のやりとり聞いて一つだけ補足させて頂きたい。 

 韓国でも高齢者の方の転倒が問題となっている。どのように予防しようかと

様々なデータを分析したところ、時間で見ると早朝の転倒が多かった。その理由

として、精神的な状態が、そんなにシャキッとしてないことが影響していると考

えている。私たちは「サンライズシンドローム」と言っている。もしかしたら、

服用している薬の影響もあるかもしれない。このような視点で分析していくと転

倒予防の取り組みとして、薬を服用しているときは気を付けようとか、朝は急に

起き上がってはいけないといった、行動面にアプローチすることができるので情

報提供させていただく。 

 

 発生する時間帯まで分析されていることは素晴らしいと思う。その中で、朝ぼ

ーっとしていることの原因としては、薬の影響もあるだろうし、今の話を聞きな

がら、朝は自律神経が変わるところで循環状態が大きく変動する時期でもあるこ

とが、もしかしたら影響しているのかなと思った。素晴らしいご指摘ありがとう

ございます。 

 

指摘事項等 

No 助言・指摘事項・課題 

1 【助言】男性の自殺者数の増加について 

 動機を調査することによって、性別だけでなく世代ごとに具体的な予防の

取り組みが見えてくると思う。 

2 【意見】ＤＶや虐待について 

 既に取り組んでいると思うが、表にでてこないケースをいかに把握するか

チャレンジし、ＳＣ推進自治体の中で共有してもらいたい。 

4 【意見】防犯の取組みついて 

 暴力を伴う犯罪と特殊詐欺への対策はそれぞれ違うと思うので、分けて分

析することで新たな傾向が見えると思う。 

5 【助言】高齢者の転倒予防について 

韓国の場合、早朝の転倒が多かった。精神的な状態が影響していると考え

られるので、服薬や起床時の行動に注意を促す取り組みを行った。久留米市

でも参考にしてみてはどうか。 


